
４）奨学金制度について

 北里大学では、勉学がより充実したものになるように、各種奨学金を取り扱っています。希望者は、所属学 

部等事務室までご相談ください。なお、奨学生募集等のお知らせは掲示や大学ホームページにて行いま 

す。 
 

◎北里大学学生表彰による奨学金（北島賞） 

 学祖北里柴三郎博士の高弟、北島多一博士の偉業にちなみ制定されたもので、前年度の学業成 

績並びに人物が優秀な者（原則として各学年、各学科 2 名程度）に奨学金 10 万円を給付します。 

 

【北里大学が実施している奨学金制度】 

 主たる生計維持者の失職、死亡又は災害による家計急変その他経済的理由により、学費の支弁等 

に支障を生じた学生に対する学業継続を目的とした奨学金制度です。 

 

◎北里大学給付奨学金制度   

対象 学部生・併設校生：２年次以上    大学院生：学年不問 

人数 25 名程度 

給付金額 原則学費年額の 1/2 相当額 

給付方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格 

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校の２年次以上に在籍する

学生（ただし、１年制の専攻科においては当該１年次生）

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及

び併設校の他の給付奨学生（北里大学学生表彰規程に定めるものを除く）、学費全額免

除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由によ

り、学費の支弁等に支障を生じた者

③勉学に強い意欲を持ち、人物が優秀で成業の見込みがある者

④学部及び併設校の学生にあっては、原則として学業成績が各学科及び各専攻単位の上位

分の１以内である者（ただし家計急変者は成績上位 分の 以内）

⑤大学院生にあっては、当該研究科が出願の必要性を認めた者

⑥日本学生支援機構奨学金又は他の貸与奨学金を受けている者（ただし家計急変

者は申請中でも可） 

募集期間 原則として年 1 回

選 考

①家計急変事由の発生より か年以内の家計急変者を優先する。

②日本学生支援機構が実施する奨学金制度に準拠して選考する。

③出願対象となる特待生及び国の修学支援を受けている者の選考については、別途家計算

定額の算出方法を定める。（『北里大学給付奨学金規程』別記１参照）

給付期間 原則として採用年度 1 か年以内

 

 

◎北里大学貸与奨学金制度             

※この奨学金は貸与型奨学金です。返還の義務があり、貸与終了後は必ず返還しなくてはなりませんの 

で、返還のことを十分考慮のうえ申込んでください。 

種  類 A 種 B 種 

対  象 

学部生・併設校生：原則2年次生以上とする。2回

目募集及び臨時募集のみ 1 年次生も対象とす

る。 

大学院生：学年不問 

最高学年生 

※1 年制の専攻科は対象外 

人  数 35 名程度 若干名 

貸与金額 学費の 1/2 相当額 学費相当額 

貸与方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校に在籍する学生

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及び

併設校の学費全額免除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

※留年生、卒業延期者、休学中の学生は出願することができない。ただし 回目の留年に

限り出願できるものとする。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由により、

学費の支弁等に支障を生じた者

③家計の収入が、日本学生支援機構が実施する第二種奨学金の対象となる家計基準 ※ を超

えないこと。

※目安は、 人世帯の場合、年収 万円程度（給与所得）もしくは 万円程度（給

与所得以外）とする。

募集期間 原則として年 回

貸与期間 採用年度 か年以内

返還方法*
卒業半年後から月賦または年賦により貸与総額に応じて最長 年以内に返還（無利息）

※返還例については、北里大学貸与奨学金規程（参考）を参照

 
 

【学外奨学金（貸与型）】

◎日本学生支援機構奨学金 

募集は毎年 4 月・9 月に行います。詳細については申請希望者向けガイダンスやオリエンテーショ 

ン等にて説明をしますので（学内掲示等参考）、申請希望者は必ず出席してください。なお、家計・成 

績基準を満たしていても申請者全員が希望通り採用されない場合があります。  

 

［大学院］ 

項目 第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子・上限年利 3.0％） 

募集期間 各研究科オリエンテーション（4 月初旬）にて願書配布・締切日説明 

出願資格 大学・大学院での成績が特に優れた者 大学・大学院での成績が優れた者 

貸与月額 
修士課程：50,000 円・88,000 円より選択 

博士課程：80,000 円・122,000 円より選択 

50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・ 

150,000 円より選択 

 ・第一種奨学金貸与者のうち、学業等の業績が特に優れている学生に対する返還免除制度があります。 

 

・高校・大学等で以前日本学生支援機構奨学生であった方へ 

 出身高校・大学などの在学時に日本学生支援機構の奨学金を受けていた人は、大学（併設校）に在学届を提出 

することにより、在学中の奨学金の返還が猶予されます。詳細は日本学生支援機構-スカラネットＰＳにて確認し、該 

当者は求められた期日までに「在学届」を提出してください。未提出の場合は、在学中であっても自動的に返還が開 

始されます。 

− 46−

４）奨学金制度について

 北里大学では、勉学がより充実したものになるように、各種奨学金を取り扱っています。希望者は、所属学 

部等事務室までご相談ください。なお、奨学生募集等のお知らせは掲示や大学ホームページにて行いま 

す。 
 

◎北里大学学生表彰による奨学金（北島賞） 

 学祖北里柴三郎博士の高弟、北島多一博士の偉業にちなみ制定されたもので、前年度の学業成 

績並びに人物が優秀な者（原則として各学年、各学科 2 名程度）に奨学金 10 万円を給付します。 

 

【北里大学が実施している奨学金制度】 

 主たる生計維持者の失職、死亡又は災害による家計急変その他経済的理由により、学費の支弁等 

に支障を生じた学生に対する学業継続を目的とした奨学金制度です。 

 

◎北里大学給付奨学金制度   

対象 学部生・併設校生：２年次以上    大学院生：学年不問 

人数 25 名程度 

給付金額 原則学費年額の 1/2 相当額 

給付方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格 

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校の２年次以上に在籍する

学生（ただし、１年制の専攻科においては当該１年次生）

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及

び併設校の他の給付奨学生（北里大学学生表彰規程に定めるものを除く）、学費全額免

除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由によ

り、学費の支弁等に支障を生じた者

③勉学に強い意欲を持ち、人物が優秀で成業の見込みがある者

④学部及び併設校の学生にあっては、原則として学業成績が各学科及び各専攻単位の上位

分の１以内である者（ただし家計急変者は成績上位 分の 以内）

⑤大学院生にあっては、当該研究科が出願の必要性を認めた者

⑥日本学生支援機構奨学金又は他の貸与奨学金を受けている者（ただし家計急変

者は申請中でも可） 

募集期間 原則として年 1 回

選 考

①家計急変事由の発生より か年以内の家計急変者を優先する。

②日本学生支援機構が実施する奨学金制度に準拠して選考する。

③出願対象となる特待生及び国の修学支援を受けている者の選考については、別途家計算

定額の算出方法を定める。（『北里大学給付奨学金規程』別記１参照）

給付期間 原則として採用年度 1 か年以内

 

 

◎北里大学貸与奨学金制度             

※この奨学金は貸与型奨学金です。返還の義務があり、貸与終了後は必ず返還しなくてはなりませんの 

で、返還のことを十分考慮のうえ申込んでください。 

種  類 A 種 B 種 

対  象 

学部生・併設校生：原則2年次生以上とする。2回

目募集及び臨時募集のみ 1 年次生も対象とす

る。 

大学院生：学年不問 

最高学年生 

※1 年制の専攻科は対象外 

人  数 35 名程度 若干名 

貸与金額 学費の 1/2 相当額 学費相当額 

貸与方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校に在籍する学生

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及び

併設校の学費全額免除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

※留年生、卒業延期者、休学中の学生は出願することができない。ただし 回目の留年に

限り出願できるものとする。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由により、

学費の支弁等に支障を生じた者

③家計の収入が、日本学生支援機構が実施する第二種奨学金の対象となる家計基準 ※ を超

えないこと。

※目安は、 人世帯の場合、年収 万円程度（給与所得）もしくは 万円程度（給

与所得以外）とする。

募集期間 原則として年 回

貸与期間 採用年度 か年以内

返還方法*
卒業半年後から月賦または年賦により貸与総額に応じて最長 年以内に返還（無利息）

※返還例については、北里大学貸与奨学金規程（参考）を参照

 
 

【学外奨学金（貸与型）】

◎日本学生支援機構奨学金 

募集は毎年 4 月・9 月に行います。詳細については申請希望者向けガイダンスやオリエンテーショ 

ン等にて説明をしますので（学内掲示等参考）、申請希望者は必ず出席してください。なお、家計・成 

績基準を満たしていても申請者全員が希望通り採用されない場合があります。  

 

［大学院］ 

項目 第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子・上限年利 3.0％） 

募集期間 各研究科オリエンテーション（4 月初旬）にて願書配布・締切日説明 

出願資格 大学・大学院での成績が特に優れた者 大学・大学院での成績が優れた者 

貸与月額 
修士課程：50,000 円・88,000 円より選択 

博士課程：80,000 円・122,000 円より選択 

50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・ 

150,000 円より選択 

 ・第一種奨学金貸与者のうち、学業等の業績が特に優れている学生に対する返還免除制度があります。 

 

・高校・大学等で以前日本学生支援機構奨学生であった方へ 

 出身高校・大学などの在学時に日本学生支援機構の奨学金を受けていた人は、大学（併設校）に在学届を提出 

することにより、在学中の奨学金の返還が猶予されます。詳細は日本学生支援機構-スカラネットＰＳにて確認し、該 

当者は求められた期日までに「在学届」を提出してください。未提出の場合は、在学中であっても自動的に返還が開 

始されます。 

− 47−

NO.29_240319_1200_daigakuin_syllabus_iryokeikenkyuka.indd   46NO.29_240319_1200_daigakuin_syllabus_iryokeikenkyuka.indd   46 2024/03/19   12:012024/03/19   12:01



４）奨学金制度について

 北里大学では、勉学がより充実したものになるように、各種奨学金を取り扱っています。希望者は、所属学 

部等事務室までご相談ください。なお、奨学生募集等のお知らせは掲示や大学ホームページにて行いま 

す。 
 

◎北里大学学生表彰による奨学金（北島賞） 

 学祖北里柴三郎博士の高弟、北島多一博士の偉業にちなみ制定されたもので、前年度の学業成 

績並びに人物が優秀な者（原則として各学年、各学科 2 名程度）に奨学金 10 万円を給付します。 

 

【北里大学が実施している奨学金制度】 

 主たる生計維持者の失職、死亡又は災害による家計急変その他経済的理由により、学費の支弁等 

に支障を生じた学生に対する学業継続を目的とした奨学金制度です。 

 

◎北里大学給付奨学金制度   

対象 学部生・併設校生：２年次以上    大学院生：学年不問 

人数 25 名程度 

給付金額 原則学費年額の 1/2 相当額 

給付方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格 

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校の２年次以上に在籍する

学生（ただし、１年制の専攻科においては当該１年次生）

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及

び併設校の他の給付奨学生（北里大学学生表彰規程に定めるものを除く）、学費全額免

除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由によ

り、学費の支弁等に支障を生じた者

③勉学に強い意欲を持ち、人物が優秀で成業の見込みがある者

④学部及び併設校の学生にあっては、原則として学業成績が各学科及び各専攻単位の上位

分の１以内である者（ただし家計急変者は成績上位 分の 以内）

⑤大学院生にあっては、当該研究科が出願の必要性を認めた者

⑥日本学生支援機構奨学金又は他の貸与奨学金を受けている者（ただし家計急変

者は申請中でも可） 

募集期間 原則として年 1 回

選 考

①家計急変事由の発生より か年以内の家計急変者を優先する。

②日本学生支援機構が実施する奨学金制度に準拠して選考する。

③出願対象となる特待生及び国の修学支援を受けている者の選考については、別途家計算

定額の算出方法を定める。（『北里大学給付奨学金規程』別記１参照）

給付期間 原則として採用年度 1 か年以内

 

 

◎北里大学貸与奨学金制度             

※この奨学金は貸与型奨学金です。返還の義務があり、貸与終了後は必ず返還しなくてはなりませんの 

で、返還のことを十分考慮のうえ申込んでください。 

種  類 A 種 B 種 

対  象 

学部生・併設校生：原則2年次生以上とする。2回

目募集及び臨時募集のみ 1 年次生も対象とす

る。 

大学院生：学年不問 

最高学年生 

※1 年制の専攻科は対象外 

人  数 35 名程度 若干名 

貸与金額 学費の 1/2 相当額 学費相当額 

貸与方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校に在籍する学生

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及び

併設校の学費全額免除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

※留年生、卒業延期者、休学中の学生は出願することができない。ただし 回目の留年に

限り出願できるものとする。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由により、

学費の支弁等に支障を生じた者

③家計の収入が、日本学生支援機構が実施する第二種奨学金の対象となる家計基準 ※ を超

えないこと。

※目安は、 人世帯の場合、年収 万円程度（給与所得）もしくは 万円程度（給

与所得以外）とする。

募集期間 原則として年 回

貸与期間 採用年度 か年以内

返還方法*
卒業半年後から月賦または年賦により貸与総額に応じて最長 年以内に返還（無利息）

※返還例については、北里大学貸与奨学金規程（参考）を参照

 
 

【学外奨学金（貸与型）】

◎日本学生支援機構奨学金 

募集は毎年 4 月・9 月に行います。詳細については申請希望者向けガイダンスやオリエンテーショ 

ン等にて説明をしますので（学内掲示等参考）、申請希望者は必ず出席してください。なお、家計・成 

績基準を満たしていても申請者全員が希望通り採用されない場合があります。  

 

［大学院］ 

項目 第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子・上限年利 3.0％） 

募集期間 各研究科オリエンテーション（4 月初旬）にて願書配布・締切日説明 

出願資格 大学・大学院での成績が特に優れた者 大学・大学院での成績が優れた者 

貸与月額 
修士課程：50,000 円・88,000 円より選択 

博士課程：80,000 円・122,000 円より選択 

50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・ 

150,000 円より選択 

 ・第一種奨学金貸与者のうち、学業等の業績が特に優れている学生に対する返還免除制度があります。 

 

・高校・大学等で以前日本学生支援機構奨学生であった方へ 

 出身高校・大学などの在学時に日本学生支援機構の奨学金を受けていた人は、大学（併設校）に在学届を提出 

することにより、在学中の奨学金の返還が猶予されます。詳細は日本学生支援機構-スカラネットＰＳにて確認し、該 

当者は求められた期日までに「在学届」を提出してください。未提出の場合は、在学中であっても自動的に返還が開 

始されます。 
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４）奨学金制度について

 北里大学では、勉学がより充実したものになるように、各種奨学金を取り扱っています。希望者は、所属学 

部等事務室までご相談ください。なお、奨学生募集等のお知らせは掲示や大学ホームページにて行いま 

す。 
 

◎北里大学学生表彰による奨学金（北島賞） 

 学祖北里柴三郎博士の高弟、北島多一博士の偉業にちなみ制定されたもので、前年度の学業成 

績並びに人物が優秀な者（原則として各学年、各学科 2 名程度）に奨学金 10 万円を給付します。 

 

【北里大学が実施している奨学金制度】 

 主たる生計維持者の失職、死亡又は災害による家計急変その他経済的理由により、学費の支弁等 

に支障を生じた学生に対する学業継続を目的とした奨学金制度です。 

 

◎北里大学給付奨学金制度   

対象 学部生・併設校生：２年次以上    大学院生：学年不問 

人数 25 名程度 

給付金額 原則学費年額の 1/2 相当額 

給付方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格 

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校の２年次以上に在籍する

学生（ただし、１年制の専攻科においては当該１年次生）

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及

び併設校の他の給付奨学生（北里大学学生表彰規程に定めるものを除く）、学費全額免

除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由によ

り、学費の支弁等に支障を生じた者

③勉学に強い意欲を持ち、人物が優秀で成業の見込みがある者

④学部及び併設校の学生にあっては、原則として学業成績が各学科及び各専攻単位の上位

分の１以内である者（ただし家計急変者は成績上位 分の 以内）

⑤大学院生にあっては、当該研究科が出願の必要性を認めた者

⑥日本学生支援機構奨学金又は他の貸与奨学金を受けている者（ただし家計急変

者は申請中でも可） 

募集期間 原則として年 1 回

選 考

①家計急変事由の発生より か年以内の家計急変者を優先する。

②日本学生支援機構が実施する奨学金制度に準拠して選考する。

③出願対象となる特待生及び国の修学支援を受けている者の選考については、別途家計算

定額の算出方法を定める。（『北里大学給付奨学金規程』別記１参照）

給付期間 原則として採用年度 1 か年以内

 

 

◎北里大学貸与奨学金制度             

※この奨学金は貸与型奨学金です。返還の義務があり、貸与終了後は必ず返還しなくてはなりませんの 

で、返還のことを十分考慮のうえ申込んでください。 

種  類 A 種 B 種 

対  象 

学部生・併設校生：原則2年次生以上とする。2回

目募集及び臨時募集のみ 1 年次生も対象とす

る。 

大学院生：学年不問 

最高学年生 

※1 年制の専攻科は対象外 

人  数 35 名程度 若干名 

貸与金額 学費の 1/2 相当額 学費相当額 

貸与方法 採用決定の翌月に一括振込 

出願資格

①北里大学、北里大学保健衛生専門学院、北里大学看護専門学校に在籍する学生

※科目等履修生、研究生、外国人留学生は、出願資格なし。

※他の奨学金制度の奨学生であっても出願することはできるが、当該年度の北里大学及び

併設校の学費全額免除の特別待遇奨学生（特待生）は、出願することができない。

※留年生、卒業延期者、休学中の学生は出願することができない。ただし 回目の留年に

限り出願できるものとする。

②主たる生計維持者の失職、死亡若しくは災害による家計急変又はその他経済的理由により、

学費の支弁等に支障を生じた者

③家計の収入が、日本学生支援機構が実施する第二種奨学金の対象となる家計基準 ※ を超

えないこと。

※目安は、 人世帯の場合、年収 万円程度（給与所得）もしくは 万円程度（給

与所得以外）とする。

募集期間 原則として年 回

貸与期間 採用年度 か年以内

返還方法*
卒業半年後から月賦または年賦により貸与総額に応じて最長 年以内に返還（無利息）

※返還例については、北里大学貸与奨学金規程（参考）を参照

 
 

【学外奨学金（貸与型）】

◎日本学生支援機構奨学金 

募集は毎年 4 月・9 月に行います。詳細については申請希望者向けガイダンスやオリエンテーショ 

ン等にて説明をしますので（学内掲示等参考）、申請希望者は必ず出席してください。なお、家計・成 

績基準を満たしていても申請者全員が希望通り採用されない場合があります。  

 

［大学院］ 

項目 第一種奨学金（無利子） 第二種奨学金（有利子・上限年利 3.0％） 

募集期間 各研究科オリエンテーション（4 月初旬）にて願書配布・締切日説明 

出願資格 大学・大学院での成績が特に優れた者 大学・大学院での成績が優れた者 

貸与月額 
修士課程：50,000 円・88,000 円より選択 

博士課程：80,000 円・122,000 円より選択 

50,000 円・80,000 円・100,000 円・130,000 円・ 

150,000 円より選択 

 ・第一種奨学金貸与者のうち、学業等の業績が特に優れている学生に対する返還免除制度があります。 

 

・高校・大学等で以前日本学生支援機構奨学生であった方へ 

 出身高校・大学などの在学時に日本学生支援機構の奨学金を受けていた人は、大学（併設校）に在学届を提出 

することにより、在学中の奨学金の返還が猶予されます。詳細は日本学生支援機構-スカラネットＰＳにて確認し、該 

当者は求められた期日までに「在学届」を提出してください。未提出の場合は、在学中であっても自動的に返還が開 

始されます。 
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・大学等予約奨学生の採用候補者の方へ 詳細は学内掲示板等を確認してください 

高校時代に日本学生支援機構奨学金の採用候補者となっている新入学生は、オリエンテーション期間中に実施 

の採用候補者向け説明会に必ず参加してください。「採用候補者決定通知」等必要書類を期限までに所属学部等 

事務室へ提出し、指示を受けてください。手続をしなかった場合は採用候補者としての権利を失います。詳細は掲示 

板・ホームページにてお知らせします。 

 

・地方創生枠推薦者の採用候補者の方へ 詳細は学内掲示板を確認し、期限までに手続きを行ってください 

 

【地方公共団体・民間育英団体の奨学金】 

地方公共団体（都道府県・市区町村）、企業・財団等による奨学生の推薦を行っています。 

募集団体はホームページ、メールまたは掲示等にてお知らせします。 

   （中村積善会・吉田育英会・佐藤奨学会・河内奨学財団など多数あります） 

 
 

 

５５））テティィ－－チチンンググ・・アアシシススタタンントト（（ＴＴＡＡ））ににつついいてて

【目的】 北里大学大学院ティ－チング・アシスタント 以下「ＴＡ」という。 制度は、

北里大学大学院の教育研究の充実振興と学部教育の充実ならびに後継者の育成

を図るた、本めに学大学院に在籍する学生を教育の補助を行うＴＡとして採用

し、必要な助成を行う制度です。

【業務】 ＴＡは、授業科目（１群科目、２群科目、３群科目）について、当該授業科目

の担当教員の指示監督のもとに、次の授業の補助等を行うことを業務としま

す。

①講義・演習の補助

②実験・実習の補助（技術上の助言、準備および機器の整備等を含む）

※卒業論文の作成指導は授業科目に含みません。

※十分な教育効果を上げることができると授業担当教員が認めた場合は、指導

計画に基づき、 ＴＡ に授業の一部を分担させることも可能とします。ここで

いう「授業の一部」とは、一の授業科目において行われる各回の授業の一部を

分担するのみならず、１回の授業の全部を担当することも認められます。ただ

し、授業科目における大半の授業を ＴＡが担当することは原則として認められ

ません。 

【応募資格】本学の大学院（修士課程及び博士課程）の正規の課程に在籍する者で、建学の

理念を理解し、人物・識見が優れ、成績優秀な大学院生の中から採用します。

採用資格・選考基準は、大学院各研究科の内規によります。

【採用期間】ＴＡの採用期間は１年以内です。ただし、必要に応じ１年以内を単位としてあ

らためて採用されることができます。

【担当時間】①博士課程

講義・演習の補助と実験・実習の補助について、平均週４ ５時間、年間１３５

時間（９０コマ）が上限です。

ただし、実験・実習の補助のときは、週単位の上限時間によらず、年間１３５

時間を超えない範囲で実情に応じて担当することができます。

②修士課程

講義・演習の補助と実験・実習の補助について、平均週３時間、年間９０時
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・大学等予約奨学生の採用候補者の方へ 詳細は学内掲示板等を確認してください 

高校時代に日本学生支援機構奨学金の採用候補者となっている新入学生は、オリエンテーション期間中に実施 

の採用候補者向け説明会に必ず参加してください。「採用候補者決定通知」等必要書類を期限までに所属学部等 

事務室へ提出し、指示を受けてください。手続をしなかった場合は採用候補者としての権利を失います。詳細は掲示 

板・ホームページにてお知らせします。 

 

・地方創生枠推薦者の採用候補者の方へ 詳細は学内掲示板を確認し、期限までに手続きを行ってください 

 

【地方公共団体・民間育英団体の奨学金】 

地方公共団体（都道府県・市区町村）、企業・財団等による奨学生の推薦を行っています。 

募集団体はホームページ、メールまたは掲示等にてお知らせします。 

   （中村積善会・吉田育英会・佐藤奨学会・河内奨学財団など多数あります） 

 
 

 

５５））テティィ－－チチンンググ・・アアシシススタタンントト（（ＴＴＡＡ））ににつついいてて

【目的】 北里大学大学院ティ－チング・アシスタント 以下「ＴＡ」という。 制度は、

北里大学大学院の教育研究の充実振興と学部教育の充実ならびに後継者の育成

を図るた、本めに学大学院に在籍する学生を教育の補助を行うＴＡとして採用

し、必要な助成を行う制度です。

【業務】 ＴＡは、授業科目（１群科目、２群科目、３群科目）について、当該授業科目

の担当教員の指示監督のもとに、次の授業の補助等を行うことを業務としま

す。

①講義・演習の補助

②実験・実習の補助（技術上の助言、準備および機器の整備等を含む）

※卒業論文の作成指導は授業科目に含みません。

※十分な教育効果を上げることができると授業担当教員が認めた場合は、指導

計画に基づき、 ＴＡ に授業の一部を分担させることも可能とします。ここで

いう「授業の一部」とは、一の授業科目において行われる各回の授業の一部を

分担するのみならず、１回の授業の全部を担当することも認められます。ただ

し、授業科目における大半の授業を ＴＡが担当することは原則として認められ

ません。 

【応募資格】本学の大学院（修士課程及び博士課程）の正規の課程に在籍する者で、建学の

理念を理解し、人物・識見が優れ、成績優秀な大学院生の中から採用します。

採用資格・選考基準は、大学院各研究科の内規によります。

【採用期間】ＴＡの採用期間は１年以内です。ただし、必要に応じ１年以内を単位としてあ

らためて採用されることができます。

【担当時間】①博士課程

講義・演習の補助と実験・実習の補助について、平均週４ ５時間、年間１３５

時間（９０コマ）が上限です。

ただし、実験・実習の補助のときは、週単位の上限時間によらず、年間１３５

時間を超えない範囲で実情に応じて担当することができます。

②修士課程

講義・演習の補助と実験・実習の補助について、平均週３時間、年間９０時
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